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青森ＳＣＤ・ＭＳＡ友の会総会を開催

令和４年５月２２日（日）１３：３０～１５：３０

≪令和４年７月～８月の活動≫
７月３日（日）弘前地域交流会
会場：弘前市障がい者生活支援センター
「弘前・西北五地域の患者交流会」
講師：西北五地域髙橋代表～活動紹介
・参加者自己紹介とフリートーク
７月１７日（日）上十三地域交流会
会場：十和田市民文化センター
「ピアサロン」～患者・家族のフット
ケアとハンドマッサージ交流会
講師：三上先生・佐藤先生
７月２４日（日）青森地域交流会
会場：県民福祉プラザ
「言語リハビリ学習会の開催」～発声、
発話、発音等の訓練
講師：弘前健生病院 福田美紀先生
７月３１日（日）八戸地域交流会
会場：八戸市福祉公民館
「日常生活における暮らし方学習会と
相談会の開催」
講師：県立保健大学 山本明子助教
８月２７日（土）温泉小旅行交流会
会場：あそべの森「いわき荘」
・西北五地域と青森地域交流会

５月２２日（日）青森市役所新町庁舎のアウガ5階で
青森ＳＣＤ・ＭＳＡ友の会令和4年度総会を開催。
参加者は各地域役員と青森地域の１６名が参加しました。
大柳会長が挨拶で、自分がこの病気になったときは治
療法も薬も無く、３年で杖～５年で車椅子と云われこと
を思い出しますと話された。大柳会長は、１９年の長き
にわたり、友の会のリーダーとしてご尽力頂きました。
総会は、事務局から昨年度の活動報告・決算報告がさ
れ、承認されました。続いて行なわれた令和４年度の活
動計画（案）と予算（案）が一括提案され、意見交換の
あと確認決定しました。役員改選については、大柳会長、
大澤副会長の退任にともない、役員の選出が行なわれ、
弘前地域支部の虻川信子代表が新会長に選出されました。
（新役員体制は、ハガキにてご案内させて頂きました）
友の会会則の改定は、提案説明の後確認決定されました。
最後に、全国患者連絡協議会への加盟提案について、
意見交換がされ、加盟の方向で確認されました。
総会終了後、ズームによるオンライン会議の導入につ
いても意見交換をしました。ネット環境がある会場等を
使っての勉強会や、ネット環境ある人を対象にオンライ
ン交流等も、試験的に実施して行きたいと思いますので、
皆さまのご協力をお願いいたします。

西北五地域 患者・家族交流会を開催

令和４年５月２９日 １３：３０～１５：３０

髙橋リハビリデイサービスで今年最初の西北五地域交流
会を開催しました。参加者は髙橋代表を含め９名、事務局
から５月２２日の総会での会則の改正・新役員体制・活動
計画・予算・全国協議会加盟など、配付資料で説明報告が
された。髙橋代表は挨拶で、施設を開設して７年、自分は
看護師として病院勤務をしてきた、リハビリは初めてで、
主人と一緒に立ち上げた。最初は脳梗塞の患者さんが多く、
そのうち難病患者さんが増えてきて、どうして良いか分か
らず、友の会と出会った。難病の中でも過酷な病気、患者
様のお手伝いが出来ればと思っておりますと話された。
川口さんは、中学２年に発症し、現在ものが見づらい（複
視）歩行もふらつきが多いと、角田さんは、大学病院で検
査入院して診断、３年前に帰省してNPO法人この指とまれ
を立ち上げ、津軽鉄道五所川原駅に階段昇降機の取り付け
活動に取り組んだ。昔腰の骨を骨折しボルトで固定、その
当時から痛むが、最近痛みが強くなってきた。秋田谷さん

は、就職する前に発症しお仕事を続けて、定年になる１０年前に退職した。今は歩くのに難儀してい
る。新加入の野崎さんは、足がズレる感じがしてＨＫ病院を受診、脊柱管狭窄症と診断されたが、違
和感を感じてＡ病院を受診し、この病気と診断された。賛助会員ご加入の髙橋様にもお話頂きました。

西北五地域交流会

参加者 ９名
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参加者 １１名愛子の 旅 の 輝 き 第２話

２０２２年４月１９日

弘
前
地
域

在
宅
で
の
暮
ら
し
の
仕
方

ー
6
月
5
日
交
流
会
を
開
催
ー

講
師
に
弘
前
学
院
大
学
看
護
学
部
の
川
村
泰
子
先
生
を
迎

え
て
、
話
し
合
い
を
行
な
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
患
者
家

族
６
名
と
看
護
学
科
生
２
名
（
３
年
生
）
、
幸
山
先
生
、
村

上
先
生
の
11
名
で
行
な
い
ま
し
た
。

初
め
に
事
務
局
か
ら
、
令
和
4
年
度
総
会
の
報
告
を
配
付

資
料
で
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

成
田
新
代
表
が
挨
拶
の
中
で
参
加
者
が
少
な
く
な
っ
て
き

た
が
、
な
ん
と
か
こ
の
ま
ま
行
け
れ
ば
良
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
と
述
べ
た
。

川
村
先
生
が
進
行
役
と
な
り
、
暮
ら
し
の
中
で
ど
う
生
活

し
て
行
け
れ
ば
、
暮
ら
し
や
す
い
の
か
、
道
具
の
使
い
方
と

活
用
の
し
か
た
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
話
さ
れ
た
。
亡
く

な
ら
れ
た
Ｇ
さ
ん
が
、
こ
の
会
に
入
っ
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
、
参
加
者
の
お
話
を
聴
く
こ
と
で

知
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
話
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
だ
す
と
。

對
馬
さ
ん
は
、
会
で
の
お
話
で
自
分
に
も
当
て
は
ま
る
な

～
と
ホ
ッ
ト
す
る
。
具
体
的
に
は
、
リ
ハ
ビ
リ
の
情
報
を
得

て
リ
ハ
ビ
リ
に
通
院
で
き
て
い
る
。
福
士
さ
ん
は
、
最
初
に

参
加
し
た
き
っ
か
け
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
一
緒
に
な
っ
た

方
か
ら
誘
わ
れ
て
参
加
し
た
。
色
々
な
症
状
の
方
が
い
る
こ

と
を
、
初
め
て
知
っ
た
。
虻
川
新
会
長
は
会
に
入
っ
て
、
患

者
さ
ん
と
話
し
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自
分
に
分
か
ら
な
い

こ
と
は
、
交
流
会
で
聞
け
ば
良
い

と
考
え
て
い
る
。
前
田
さ
ん
か
ら

は
、
包
丁
を
小
さ
い
物
に
変
え
た

ら
凄
く
楽
に
な
っ
た
。
使
い
勝
手

が
良
い
と
。
川
村
先
生
は
、
公
的

サ
ー
ビ
ス
を
上
手
く
使
う
こ
と
が

大
事
、
手
摺
り
と
か
は
作
業
療
法

士
さ
ん
に
相
談
す
る
等
。
福
士
さ

ん
は
、
30
年
く
ら
い
前
に
新
築
し

た
と
き
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
費
用

は
全
額
自
費
。
介
護
保
険
制
度
が

出
来
た
の
は
20
年
く
ら
い
前
な
の

で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
無
か
っ
た
。
ー ーーーーー ー ーーーーー ー ーーーーー ー ーーーーー ー ーーーーー ー ーーーーー ー

對
馬
さ
ん
、
食
器
を
洗
う
の
が
手
の
震
え

な
ど
で
難
し
く
な
っ
て
き
た
。
出
来
な
い

分
は
、
夫
が
や
っ
て
る
。
虻
川
新
会
長
は

道
具
な
ど
用
品
は
、
赤
ち
ゃ
ん
用
品
売
り

場
に
使
え
る
器
な
ど
が
多
く
、
参
考
に
な

る
物
が
多
く
あ
る
。
成
田
代
表
は
、
特
に

こ
れ
と
い
っ
た
物
は
無
い
が
、
取
っ
手
の

付
い
た
物
が
使
い
や
す
い
。
福
士
さ
ん
は

外
食
す
る
と
き
は
、
マ
イ
フ
ォ
ー
ク
・
マ

イ
ス
プ
ー
ン
を
持
参
、
箸
よ
り
使
い
や
す

い
。
虻
川
新
会
長
、
家
の
中
に
い
る
と
き

は
、
リ
ュ
ッ
ク
の
中
に
必
要
な
も
の
を
入

れ
て
、
両
手
が
使
え
る
よ
う
に
し
て
、
動

い
て
い
る
。
お
風
呂
の
時
も
、
着
替
え
を

入
れ
て
お
風
呂
場
に
移
動
す
る
。
出
来
る

こ
と
は
、
何
で
も
自
分
で
や
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
手
摺
り
と
か
付
け
る
と
だ
ん
だ

ん
ダ
メ
に
な
っ
て
い
く
気
が
し
て
、
便
利

が
良
い
の
か
自
分
の
中
で
葛
藤
す
る
部
分

が
あ
る
。
い
つ
も
側
に
介
助
し
て
く
れ
る

人
が
い
る
と
安
心
感
は
あ
る
が
、
凄
く
～

自
分
で
出
来
る
こ
と
は
、
手
を
借
り
ず
に

自
分
で
や
り
た
い
と
思
う
。
福
士
さ
ん
、

去
年
は
ず
～
と
入
院
し
て
い
た
、
週
2
回

デ
イ
を
利
用
し
て
入
浴
し
て
い
た
が
、
ヘ

ル
パ
ー
さ
ん
が
全
部
や
っ
て
く
れ
、
こ
こ

は
自
分
で
も
で
き
る
の
に
と
思
う
と
こ
ろ

が
多
く
あ
り
、
凄
く
楽
だ
け
れ
ど
も
出
来

る
こ
と
は
、
自
分
で
と
、
今
は
断
っ
て
自

分
で
や
っ
て
い
る
。
虻
川
新
会
長
、
普
段

話
し
方
は
ゆ
っ
く
り
話
す
よ
う
に
し
て
い

る
。
早
口
に
な
る
と
ダ
メ
、
ゆ
～
く
り
に

心
が
け
て
い
る
。
福
士
さ
ん
、
友
達
と
の

お
し
ゃ
べ
り
で
、
言
葉
が
つ
な
が
っ
て
き

た
。
昔
は
家
で
テ
レ
ビ
ば
か
り
で
ダ
メ
に

な
っ
た
。
友
達
と
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と

で
、
気
が
楽
に
な
っ
て
き
た
。
最
後
に
川

村
先
生
か
ら
、
機
会
を
み
て
こ
う
い
う
場

を
設
け
た
い
と
思
い
ま
す
と
締
め
ま
し
た
。

弘前市障がい者生活支援センター

成田代表 川村先生

45
㍑
の
重
い
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
、
ホ
テ
ル
を
出
て
、

数
分
、
警
官
5
～
6
人
に
囲
ま
れ
て
、
警
察
署
に
連
れ
て
行

か
れ
た
。
し
か
し
、
皆
、
賑
や
か
で
逮
捕
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
さ
そ
う
で
あ
る
。

案
の
定
、
「
ハ
イ
！
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

ガ
ー
ル
！
」
ど
こ
に
行
き
た
い
の
？
と
、
英
語
で
話
し
か
け

て
く
る
。
タ
イ
語
な
ま
り
の
英
語
な
の
で
、
聞
き
取
り
づ
ら

い
。
大
体
、
私
は
全
く
と
い
っ
て
良
い
ほ
ど
英
語
が
し
ゃ
べ

れ
な
か
っ
た
。
よ
く
も
海
外
一
人
旅
に
出
た
も
の
だ
と
思
う
。

そ
の
日
は
、
漠
然
と
、
タ
イ
の
王
宮
に
行
こ
う
と
思
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
民
間
の
バ
ス
は
何
社
も
走
っ
て
い
て
、
そ

の
表
示
も
タ
イ
語
な
の
で
、
全
く
も
っ
て
理
解
不
能
。
そ
れ

で
も
、
な
ぜ
か
不
安
に
な
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
が
今
の
私

の
感
覚
で
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
若
さ
故
だ
っ
た
の
か
。
違

う
、
本
当
の
自
由
や
責
任
の
意
味
が
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た

の
だ
と
思
う
。

さ
て
、
警
察
官
が
ご
親
切
に
、
こ
こ
に
行
き
た
い
と
、
王

宮
の
写
真
を
見
せ
る
と
、
停
留
所
ま
で
ご
案
内
し
て
く
れ
て
、

何
番
の
バ
ス
に
乗
れ
ば
良
い
と
教
え
て
く
れ
た
。

バ
ス
に
乗
っ
た
の
は
良
い
け
れ
ど
、
ど
こ
で
降
り
て
良
い

の
か
も
分
か
ら
ず
・
・
・
・
。

起
き
る
と
、
自
分
の
部
屋
で
は
な
い
、

そ
う
か
、
旅
に
来
た
ん
だ
。
今
日
か
ら

泊
ま
る
ホ
テ
ル
も
食
事
も
ど
う
し
た
ら

良
い
も
の
か
。
10
日
後
に
日
本
に
帰
る

チ
ケ
ッ
ト
だ
け
は
持
っ
て
い
た
の
で
、

異
国
を
思
い
切
り
楽
し
ん
で
帰
ろ
う
と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
。

女
学
生
に
片
言
の
英
語
で
話
し
か
け
て
み
た
。

そ
れ
が
旅
の
２
日
目
。
そ
の
と
き
の
日
記
に
は
、

こ
う
記
し
て
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
奴
隷
制
度
廃
止
運
動
に
尽
力
し
た
、

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ラ
ッ
セ
ル
・
ロ
ー
ウ
ェ
ル
の
言

葉
。N

o
t failu

re, b
u

t lo
w

 aim
, is  a crim

e
.

（
失
敗
が
悪
い
の
で
は
な
い
。
志
が
低
い
こ
と

が
悪
い
の
だ
）
今
の
自
分
も
そ
の
言
葉
に
度
々

背
中
を
押
さ
れ
る
。

次
回
へ
続
き
・
・
・
・

西
北
五
地
域
代
表

髙
橋
愛
子

津軽金山焼き
２０２２年５月

タイの王宮


